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新しい ｢算数的活動｣を生かした算数の授業
～5年 ｢面積｣の授業実践を通して～
杉 能 道 明*
研究の要約
本年度から新学習指導要領の先行実施が始まった｡中央教育者散会によると,算数科改
善の基本方針は ｢算数的活動を一層充実させ.基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に身に
付け,数学的な思考力 ･表現力を育て,学ぶ意欲を高めるようにする｡｣と示されている｡
罫数的活動の充実こそが授業改善の方向性であると読み取ることができるO
｢算数的活動の一層の充実｣の方針のもと,罪数的活動の例が示されることになったが,
その中に新しい ｢算数的活動｣として ｢問題解決の方法を考え説明する活動｣が示された
ことに私は注目している｡算数科ではこれまでも｢根拠を明らかにし筋道を立てて考える｣
ことは重視されてきた｡言葉の力重視を帯食に,今後は ｢考える｣だけではだめで,その
考えの経過や根拠を説明することも求められるようになったということと,それを算数的
活動と位置付けたことが大きな変化ととらえられるからである｡
本研究では,新しい ｢算数的活動｣重視の背巣を調べ,授業の中でどのように ｢問題解
決の方法を考え説明する活動｣を生かしていくのか,5年 ｢面積｣の実践を通して追究し
ていきたい｡
1 ｢算数的活動｣重視の方向性
(1)算数科改善の基本方針から
中央教育辞議会が平成20年 1月 17日に出
した ｢小学校,中学校,高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領の改善について｣によると.
算数科改善の基本方針が次のように示されてい
る｡
欝数科改善の基本方針 (要旨)
○算数的活動を-層充実させ,基礎的 ･基
本的な知識 ･技能を確実に身に付け,数学
的な思考力 ･表現力を育て,学ぶ意欲を高
めるようにする｡
○数学的な思考力 ･表現力を育成するため
の指導内容や活動を具体的に示すようにす
る｡特に,根拠を明らかにし筋道を立てて
体系的に考えることや,膏薬や数,式.閲,
秦,グラフなどの相互の関連を理解 し,そ
れらを適切に用いて問題を解決したり,自
ん L>I
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分の考えを分かりやすく説明したり,互い
に自分の考えを表現 し伝え合ったりするこ
となどの指導を充実する｡
○算数的活動を生かした指導を一層充実し,
また,言語活動や体験活動を重視 した括導
が行われるようにするために,各学年にお
いて算数的活動を具体的に示すようにする｡
(下線範者)
これらの記述から,算数的活動の充実こそが
授業改善の方向性であると読み取ることができ
るQ
(2)算数的活動の役割
また,次のような記述がある｡
〇第数的活動は,基礎的 ･基本的な知識 ･
技能を確実に身に付けるとともに,数学的
な思考力 ･表現力を高めたり,算数を学ぶ
ことの楽しさや意義を実感 したりするため
に,重要な役割を果たすものである｡
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つまり,昇数的活動の役割として,
① 基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に身に
付ける
② 数学的な思考力 ･表現力を高める
(診 算数を学ぶことの楽しさや意義を実感する
の3つが期待されているということである｡
2 新しい ｢算数的活動｣とは
(1)算数的活動の例示より
第教科改善の基本方針でもせきかれているとお
り,新学習指導要領では,各学年において算数
的活動を具体的に示すこととなった｡それらは,
次の3つに分類される.
○具体物を用いて放免や図形についての意
味を理解する活動
○知識 .技篠を実際の場Lb-で活用する活励
○問題解決の方法を考え説明する活動
=れら3つの中で,新しい ｢算数的信助 ｣と
して ｢問噛解決の方法を考え説明する活動｣が
示されたことに私は注目している｡算数科では
これまでも ｢根拠を明らかにし筋道を立てて考
える｣ことは重視されてきた｡r言語精励の充実｣
義視を背見に,今後は r考える｣だけではだめ
で,そのS,えの経過や根拠を説明することも求
められるようになったということと,それを算
数的活動と位置付けたことが大きな変化ととら
えられるからである｡
(2)新しい ｢算数的活動｣の具体例
新 しい ｢算数的活動｣の具体例は各学年で次
のように記述されている∩
第 2学年
オ 加法と減法の相互関係を図や式に表し,
説明する活動
第 3学年
ア 整数,ノ｣､数及び分数についての計第の
意味や計算の仕方を,具体物を用いたり,
言葉,敬,式,r:zlを用いたりして考え,
説明する活動
第4学年
イ 長方形を組み合わせた同形の面積の求
め方を,具体物を用いたり,言葉,敬,
式,図を用いたりして考え,説明する活
動
第5学年
ア 小数についての計算の意味や計算の仕
方を,富農,数,式,凶,数直線を用い
て増え,説明する活動
イ 三角形,平行四辺形,ひし形及び台形
の面積の求め方を,具体物を用いたり,
言葉,数,式,図を用いたりして考え,
説明する活動
工 三角形の三つの角の大きさの和が
180 0になることを帰納的に考え,説明
する活動｡四角形の四つの角の大きさの
和が 360 0になることを演縛的に考え,
説明する活動
第 6学年
ア 分数についての計算の意味や計罫の仕
方を,言柴,敬,式,臥,数直線を用い
て考え,説明する活動
3 新しい ｢算数的活動｣を生かすための指導
の工夫
新 しい ｢算数的活動｣を生かすために,次の
ような指導のrE夫を考えたD
(1)単元構想の工夫
基礎的 .基本的な知甑 .技能の習得場面と活
用場面を明確に位鑑付ける｡まず,習得場面で
は.確かな知識 ･技能を習irl･させる〔これによ
り,活用場面で,･AJ得した知陀 ･技能を根拠に
説明しやすくするo
(2)めあてのもたせ方の工夫
凶や式などの難しいところを問いかけるよう
にする｡これにより,使える既習事項に気づき
やすくする｡
(3)めあての工夫
｢～の仕方を考え,説明しよう｡｣など説明す
る活動を促すめあてにする｡
(4)自分の考えをもちやすくする工夫
図やカー ド,数直線などを使って考える活動
にする｡これにより,使える既習事項に気づき
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やすくする｡
(5)ペアで説明し合う活動
自分の考えがもてたところで,ペアで自分U)
考えを説明し合う括動を取り入れる｡
(6)図と式を結びつける活動
まず,｢区lだけ｣｢式だけ｣を発表させるよう
にするD これにより,考えをみんなが共有しや
すくする｡
(7)発間の工夫
｢なぜ,そこに直線を引こうと思ったの?｣
など,意図を問うようにする｡これにより,｢習
った形に直すと面積の公式が使えるから｡｣など
根拠を発言しやすくする｡
(8)話形の提示
結論を先に発表すること,｢まず｣｢次に｣｢最
後にJなどの順序を表す青菜を用いたり,r-だ
から｣など根拠を表す言葉を提示 し,使えたと
きは称揚するようにする｡
(9)考えを定着させる問題
話し合いで説明の仕方が確かになったところ
で,条件を変えた他の問題を考え説明する活動
を取り入れる｡これにより,定着を図りやすく
する｡
4 授業の実際
(1)単元名 5年 ｢面積｣
(2)本単元の新しい ｢算数的活動｣
三角形,平行四辺形,ひし形及び台形の面額
の求め方を,具体物を用いたり,言紫,敬,式,
図を用いたりして考え,説明する活動
(3)単元の目標
○ 図形の求積に関心を持ち,既習の図形の求
稚公式をもとに,三角形,平行四辺形,ひ し
形及び台形の手際のよいLB群の求め方を進ん
で兄いだそうとする｡ (関心 ･意欲 ･憶度)
○ 既習の図形の求税公式を活用して,三角形,
平行凶辺形,ひし形及び台形の面棚の求め方
や求積公式を工夫して考え,説明することが
できる｡ (数学的な考え方)
○ 三角形,平行四辺形,ひし形及び台形の東
棟公式を使って面積を求めることができる｡
(表現 ･処理)
○ 三角形,平行四辺形,ひし形及び台形の面
桜の求め方を理解する｡ (知識 ･理解)
(4)指導計画 (全11時間)
第一次 求帝の学習の動機付けと三角形,四角
形の面積
第 1時 直角三角形の求積の仕方
第2時 一般三角形の求稲の仕方 ･本時
第3時 一般三角形の水和公式
第4時 一般四角形の東棟の仕方
第二次 平行四辺形の面積 (1時間)
第三次 いろいろな三角形 ･四角形の面周
第四次 面積の問題
(4時間)
(2時間)
(5)指導上の立場
①本単元でどんな子どもを育てたいか
本蝉元を通して,三角形,平行四辺形,ひし
形及び台形の面積の求め方を,具体物を用いた
り,言薬,数,式,図を用いたりして考え,説
明することができる子どもを育てたい(
そのために,単元構想として,三角形の求載¥
の什方の習得を盛礎 ･基本として考え,それを
凶角形,平行四辺形,ひし形及び台形の求棚に
所用する展開にしたい.これにより,既習の図
形の求棟公式をもとに未習の両村の求め方を考
えたり,その手際のよい方法を考える中で求棚
公式をつくったりする過程を大切にしたい｡そ
して,既習事項を活用するよさや数現的な処理
のよさといった算数のよさを実感させていきた
い｡
②子どもの実態
本学級の児童数は30名で,寡数の授業が楽
しいと感 じている子どもは77%,大切だと感
じている子どもは100%,分かると感 じてい
る十どもは80%である｡
プレテス トでは,長方形,正方形の求積公式
については全員覚えていた｡面相は ｢1cJのい
くつ分か｣で表されることはほぼ全員が理解で
きている｡全体の場では発言しにくい子どもも,
ペアで説明し合 う活動の抵抗は少ないようであ
るO
③本時の主な指導方法の工夫
ア 自分の考えをもちやすくする工夫
方眼に一般三角形を
かいたカー ドを使って
考える活動にする｡こ
れにより,使える既習
事項に気づきやすくす
る｡
イ ペアで説明し合う括･動
自分の考えがもてたところで,ペアで自
分の考えを説明し合 う活動を取り入れる｡
ウ 図と式を結びつける活動
まず,｢図だけ｣を発表させるようにする｡
これにより,図と式をつないで考えをみん
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なが共有しやすくする｡
(6)本時の目標
一般二角形の面積の求め方を,方眼に三角形
をかいたカー ドを使って考える活動を通して,
既習の長方形や直角三角形の東和の仕方を清川
して考え,根拠をもち筋道立てて説明すること
ができる｡
(7)本時の展開
学習活動 1
指導の工夫①
面積を求める図形の難 しいところをPnLJい
かける○これにより,使える既習事項に気
付きやすくするO
指導の工夫(診
｢～の仕方を考え,説明しようo｣など説
T (長さを示していない一般三角形を提示し,
問題 ｢面積は何cm'でし上う,Jを板取 )この
げfj府の問題の難しいところはどこですか｡
C 形が難しいです｡
C 三角形の面槻はまだすぐ求められません｡
C 長)y形や直角三角形なら面税が火められる
けれど,三角形U)rjl'梢は初めてです｡
T 面棚を求めるこの形が雌 しいと-言っている
んだわっこの形のよまでほ難しそうだけど,
二の形がどんな形ならありがたいですか｡
C 長方形やiT=方形です〔
C 正角二角形です｡
T 今日のめあては何を考えていけばよいです
か｡(｢形を｣と板書｡)
C ｢形,を工夫して,三角形の面相U)求め方を
考えよう｡｣ですu
C ｢考えよう｡Jではなく｢考え.説明しよう.｣
0)方がいいと思います,
こうして,子どもたちは,r形をT_夫して,三
角形のL相似の求め方を考え,説明しよう.｣とい
う木崎U)吉取越をつかむことができたC
学習活動2
指導の工夫③
三角形の血積の求め方を考える際には,
陛1のような方眼に .般三角形をかいたカー
ドを侍って考える所動
にするっこれにより,
使える既習弔項に気づ
きやすくする｡
指導の工夫④
机間指埠では,子どもの実態に応 じてき
め細かに助言,称揚,励 よしを与える｡こ
れにより,自分の考えをもちやすくする｡
面棚の求める際には,カー ドに線を引いたり,
ノー トに面棚を求める式を苦いたりする活軌に
したU また,机間指導では,次の点に留意した〔
･ 考えがもちにくい子どもには,｢何とか底
角二角形に分けられないかな｡｣と助言した
り,縦に 1本底線を入れてその続きを考え
させる上うにしたりした.
･ 答えが出せた児燕には,｢式は回のどこの
ことか線でつないで説明できるようにして
おこう.｣と助言したu
rまず｣,｢次に｣などの言輩を使ってLF
flTの求d)方を税別できている+ど卓､代,｢分
かりやすく説明できているねo｣と称揚した｡
以上のような指導により,子どヰ,代,ノー ト
に次のような考えを.13くことができ/こO
ア A児 鹿角三角形に分けて
二二
4×4÷2=8
4×2÷2-4
8+ 4- 12
まず▲2つの直角三角形に分けて.
次に.それぞれのi蔚横を求めました｡
4×4÷ 2-4, 4x2÷2-1
になりました｡
12cn弓
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最後に,それらをたして,
8+4-12 で,12cm) になりました｡
イ B児 長方形の半分と考えて
4×6-24
24÷2-12
]2crd
l詔のように,三角形の面磯は長方形の両村q)
半分なので,
まず,長方形の面材を求めて,
4×6-24
次に,2でわって.
24÷2-12 で,12cmJ になりました⊇
り 長方形に変えて
4÷2-2
2×6-12
12cni
まず,図U)ように,面横をうつして長方形に
直しよした｡
次に,長方JT･/,の宙了さは,
4÷2-2
最後に,長方形の面棚を求めて,
2×6-12 で,12C[亨 になりました｢
学習活動3
指導の工夫(9
自分の考えがもてたところで,ペアで自
席の隣同士のペアで説明し合うようにした｡
ある子どもは,次0)上うに説明していたD
｢まず,縦にrl_線を引いて,2つの直角三角
形に分けました｡次に,それぞれの直角三角形
の面税を求めました｡舷後に,2つの面積を合
わせて12cdになりました｡｣
指導の工夫⑥
全体で話し合 う際には,まず,｢図だけ｣
を鞄表させるようにする｡これにより,考
えをみんなが共有しやすくする｡
指導の工夫(丑
｢なぜ,そこに直線を引こうと思った
の?｣など,意凪を問うようにする｡これ
により,｢習った形に直すと面積の公式が使
えるからp｣など根拠を発言しやすくする｡
指導の工夫⑧
結論を先に発表すること,｢まず｣｢次にj
｢最後にJなどの順序を表す言巣を用いた
り,｢～だから｣など根拠を表す育英を提示
し,使えたときは称揚するようにする｡
令体で話し合 う際には,まず,匝tをどのよう
に工夫したのかを発表させるようにした｡
C ぼくは,(図を示しながら)ここに線を入れ
て2つの直角三角形に分けました｡
T どんな式になったか分かるかなo (別の子ど
もを指名｡)
C はいo左の直･PJ三角形は4×4÷2-8,
右の直角三角形は4×2÷2-4で,合わせ
て8+4-12,12C【青です｡
T この求め方はどうやって求めたと言えよす
かQ
C 三角形を2つの直角三角形に分けてilt'めま
したc
c まず, 2つの底角三角)T5,に分けて,次に,
それぞれの面積を求め,最後にその面積をた
して求めました｡
T 順 序がよく分かる説明ができ~ELたれ,と
ころで,なぜ,ここに線を引いて直角三角形
に分けたのかな｡
C はい｡直角三角形の面轍は求めることがで
きるからです｡
C 両横を求めることができる直角三角形に厄
して考えましたo
T 両積を求めることができる形にうまく辞し
て求めることができましたわ｡
このようにして,いろいろな Jこどもが発言しな
がら,考えを確かにしていった｡｢艮万形の半分
一 二日 1
と考えて｣｢長方形に変えて｣の考えも同様に､た
ず図から発言していき,考えを確かにしていっ
た｡
指導の工夫⑨
話し合いで髄明の仕方が確かになったと
ころで,条件を変えた他の問題を考え説明
する活動を取り入れる,これくすより,定着
を図りやすくする｡
三角形の面積の求め方が分かってきたところ
で,底辺と高さの条件を変えた,底辺7cm,前
さ5cmの三角形の面相の求め方を考え,説明す
る活動を取り入れた｡子どもたちは,板書を参
考に,｢まず｣｢次に｣｢撮後に｣の言葉を使いな
からノー トに省き,説明することができた｡
｢分かったこと,できたこと,使った考えを
黒板を比ながら古いてみようol｢友達のよかっ
たところ,これからさらにしてみたいことを書
いてみようO｣等視点を与えて,ノー トに本時の
学習を振り返る場を設定した｡
子どもは,｢習った直角三角形や長方形に直す
ことで二角形の面和を求めることができまし
た｡｣｢三角形の面積の求め方を説明することが
できました｡｣｢初めはよく分からなかったけど,
Aくんの説明を聞いて自分も説明できるように
なり土したaJ｢長方形や正方形のように,三角
形の面積の公式ヰ'つくってみたいo｣などと習得
した面相の求め方を使 うよさに気づいたり,友
達のよさに気づいたり,次の学習-の意欲を番
いたりすることができた｡
最後に,教師が,｢今日は,今まで習ったこと
のない三角形の面積の求め方を考えて説明でき
るようになったね｡習った長方形や直角三角形
に直して考えられていたところが讃肺らしかっ
たよo｣と称揚すると,子どもたちはうれしそう
だった｡自分の成長が自覚できて自信がもてた
ようだったO｢次は,三角形の面帯をもっと簡単
に求める方法について勉強していこう｡｣と授業
をしめくくった｡
5 結果と考察
新しい ｢算数的活動｣重視の背県を調べ,揺
菜の中でどのように ｢問題解決の方法を考え説
明する活動｣を生かしていくのか,5年 ｢面相｣
の実践を通して考察した｡
主に r授業の展開｣の視点から振り返ったが,
子どもの反応から,様々な指導の工夫は有効だ
ったと考えるO
｢問魅解決の方法を考え説明する活動｣を生
かすためには,単元構想をはじめ,多くの指導
の工夫が必要だと考えるOそして,授菜の中で,
まず,｢自分の言非で説明する｣ことから始め,
ペアで説明し合う活動を取り入れ,全体での話
し合いの中で,｢根拠や筋道が確かな説明｣-と
高めていくことが大切ではないか,と考える｡
新学習指導要領で重視されることになった｢算
数的活動｣0校某故意の重要な視点であることは
関連いない｡今後も,新しい ｢界数的活軌 ｣を
生かす授業実践を和み重ねていきたい｡
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